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　１月１９日、「平成３０年度茨城県優良子ども会等表
彰式」が茨城県庁にて行われ、「優良子ども会指導
・育成者表彰」として、高嶋靖さんに表彰状が授
与されました。高嶋さんは村子ども会育成連合会
副会長および安中学区子ども会育成連合会会長と
して、長年にわたり村の子ども会の健全育成に尽
力されています。深く感謝申し上げます。

　１月２６日、「文化財防火デー」にあわせて陸平貝
塚で防火訓練をおこないました。
　今回は竪穴住居復元プロジェクトの活動の一環
として、いなほ消防署員の方から初期消火の対応
について説明を受け、実際に消火器を操作してみ
る体験もおこないました。

　

２
月
２
日
、
茨
城
県
立
県
民
文
化
セ
ン

タ
ー（
水
戸
市
）に
お
い
て
「
第
６
回
い
ば

ら
き
っ
子
郷
土
検
定
県
大
会
」
が
県
内
４５

の
代
表
校
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
美
浦
中
学

校
か
ら
校
内
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
選
手
５

名
と
応
援
７
名
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

惜
し
く
も
優
勝
に
は
手
が
届
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
取
り
組

む
姿
は
立
派
で
し
た
。
生
徒
の
皆
さ
ん
お

疲
れ
様
で
し
た
。

地域の話題を
お待ちしています

■総務課・広報係
☎０２９－８８５－０３４０（内）２０５

待 す

■総務課・広報係
☎０２９－８８５－０３４０（内）２０５
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して、長年にわたり村の子ども会の健全育成
力されています。深く感謝申し上げます。

て、いなほ消防署員の方から初期消火の対応
いて説明を受け、実際に消火器を操作してみ
験もおこないました。

２
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タ
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水
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応

惜
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し
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む
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疲
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１
月
１９
日
、
猪
苗
代
ス
キ

ー
場（
福
島
県
）に
お
い
て
、

「
親
子
ス
キ
ー
教
室
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
親
子
１６
組
３９

名
が
参
加
し
、
親
子
で
ス
キ

ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
１０
日
か
ら
１１

日
に
か
け
て
は
、
会
津
高
原

た
か
つ
え
ス
キ
ー
場
（
福
島

県
）
に
お
い
て
、「
ジ
ュ
ニ
ア

ス
キ
ー
教
室
」
が
開
催
さ
れ
、

小
学
３
年
生
か
ら
６
年
生
４３

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

両
教
室
と
も
村
体
育
協
会

ス
キ
ー
部
の
皆
さ
ん
が
講
師

を
務
め
、
参
加
者
の
習
熟
度

に
合
わ
せ
て
熱
の
こ
も
っ
た

指
導
を
し
て
い
ま
し
た
。
参

加
者
一
人
一
人
が
上
達
を
実

感
し
、
楽
し
く
滑
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
で
す
。

高嶋靖氏に優良子ども会指導
　　　　　　　・区政者表彰
高嶋靖氏に優良子ども会指導
　　　　　　　・区政者表彰
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き
っ
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郷
土
検
定
県
大
会
！

い
ば
ら
き
っ
子

　

郷
土
検
定
県
大
会
！

陸平貝塚で防火訓練を実施陸平貝塚で防火訓練を実施

毎
年
恒
例
！
ス
キ
ー
教
室
を
開
催

木原城山まつり第２３回

木原城山まつりでは

「ゴミ持ち帰り運動」

を推進しています。

ご協力お願いします。

４月１４日（日）午前１０時～午後２時
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小学生が消防団の夜警体験
　１２月２８日、大谷地区子ども会の希望者を対象に

美浦村消防団第３分団２部協力のもと、夜警体験

が行われました。

　これは、第３分団２部が大谷地区子ども会の要

請を受けて昨年から実施しているもので、６年生

３名が参加しました。参加者は実際に消防車に乗

り込み。火災予防を呼びかけるため地域内を巡回

しました。

雲
を
か
き
分
け
ま
ば
ゆ
い
初
日
照
ら
せ
平
和
の
道
標　
　
　
　
　
　

田
島
草
実

暗
い
出
来
事
真
っ
新
に
す
る
寺
が
清
め
の
除
夜
の
鐘　
　
　
　
　
　

山
﨑
笑
子

雲
の
切
れ
間
に
眩
い
光
手
と
手
合
わ
せ
て
初
日
の
出　
　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

悔
や
む
ば
か
り
じ
ゃ
前
に
は
行
か
ぬ
照
日
曇
る
日
生
き
る
道　
　
　

山
岡
亜
子

首
を
振
っ
て
は
又
直
ぐ
落
ち
る
出
来
は
パ
パ
似
の
奴
凧　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

国
も
地
方
も
ま
み
れ
る
負
債
出
口
見
な
い
迷
政
治　
　
　
　
　
　
　

増
尾
青
蓮

く
じ
に
ゃ
弱
い
が
ま
さ
か
も
あ
る
と
天
に
願
掛
け
買
う
ジ
ャ
ン
ボ　

高
橋
一
歩

暮
れ
に
夫
へ
真
心
込
め
た
手
編
み
セ
ー
タ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト　
　
　
　

伊
藤
葉
子

苦
難
駅
伝
真
冬
に
登
る
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
の
箱
根
越
え　
　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

雲
の
切
れ
間
に
ま
ん
ま
る
月
が
照
れ
て
微
笑
む
母
に
見
え　
　
　

小
池
き
よ
し

苦
難
乗
り
越
え
負
け
ず
に
二
人
で
か
い
夢
見
る
永
久
の
幸　
　
　

小
薗
江
久
美

悔
い
を
残
さ
ず
正
夢
め
ざ
し
徹
夜
勉
強
受
験
生　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
十
枝

苦
労
続
く
が
負
け
て
は
な
ら
ぬ
で
っ
か
い
夢
を
果
た
す
ま
で　
　

武
田
か
ず
お

暮
れ
に
仕
込
ん
で
毎
日
混
ぜ
た
出
来
た
酵
素
は
美
味
な
味　
　
　
　

木
村
幸
子

区
間
記
録
に
邁
進
箱
根
天
気
後
押
し
好
タ
イ
ム　
　
　
　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

区
切
る
国
境
ま
さ
か
の
仕
打
ち
鉄
の
囲
い
は
涙
だ
け　
　
　
　
　
　

関
根
秀
子

暮
れ
る
田
舎
の
ま
ば
ら
な
家
も
電
気
灯
し
て
夕
餉
膳　
　
　
　
　

上
野
八
千
代

首
を
長
く
し
待
ち
人
未
だ
電
話
握
っ
て
影
を
負
う　
　
　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

暮
れ
る
今
年
も
毎
日
散
歩
出
来
る
範
囲
の
六
千
歩　
　
　
　
　
　
　

山
崎
泰
弘

物
音
に
敏
く
図
太
く
寒
鴉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

冬
筑
波
と
ん
と
ん
は
ね
て
見
送
る
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

水
涸
る
る
肌
荒
れ
の
毎
縄
文
池　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

悪
妻
と
悪
夫
で
競
ふ
福
わ
内　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

校
庭
に
遊
ぶ
靴
跡
春
の
土　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
柳
幸
子

弱
虫
の
宿
る
心
に
追
儺
豆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

玄
関
に
梅
が
香
急
ぎ
閉
じ
込
め
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

顔
か
く
し
心
も
隠
す
マ
ス
ク
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田
敏
笑

豆
ま
き
て
世
情
の
福
を
呼
び
込
め
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

老
い
同
志
寄
り
添
い
座
す
る
春
炬
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松
本
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日
脚
伸
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秋
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の
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う
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小学生が消防団の夜警体験
１２月２８日 大谷地区子ども会 希望者を対象に

　１月１１日、村長室において『美浦村ふるさと大使』

委嘱状交付式が行われ、女優の棚橋幸代さんが中島村

長から美浦村ふるさと大使の委嘱状の交付を受けまし

た。

　『美浦村ふるさと大使』とは、美浦村出身またはゆ

かりのある、スポーツ・文化・芸術・産業等の各分野

において活躍されている方を村が任命し、大使が活動

する様々な場面において本村の魅力を発信・ＰＲをし

てもらい、イメージアップを目指すというもので、昨

年、美浦村出身の元プロ野球選手である阿井英二郎さ

んと、美浦村マスコットキャラクターのみほーすを初

代ふるさと大使として任命し、今回二代目となるふる

さと大使が誕生となりました。

　棚橋さんは緊張した面持ちながらも「美浦村ふるさ

と大使として美浦村の魅力発信、美浦村のＰＲのため

少しでも皆さまのお力になれればと思います」と力強

く意気込みを語ってくださいました。

　ふるさと大使が３人体制となり、村の魅力の発信力、

村のＰＲ力の高まりが期待されますね。

　テレビドラマ、映画、ＣＭ、舞台等

マルチに活躍中の女優で、平成２９年３

月には、地域交流館みほふれ愛プラザ

の竣工式の司会も務めました。今後は

美浦村内に稽古場を設け、ますます演技に磨きをかけ、

更なる活躍を目指しております。

棚橋　幸代（たなはし　さちよ）棚橋　幸代（たなはし　さちよ）

役場、みほふれ愛プラザ

設置のきずなＢＯＸに、

缶詰・インスタント食品

等、ご家庭に眠っている

食品を寄贈してください。

役場、みほふれ愛プラザ

設置のきずなＢＯＸに、

缶詰・インスタント食品

等、ご家庭に眠っている

食品を寄贈してください。

■問合せ　社会福祉協議会

　☎０２９－８８５－００３８

■問合せ　社会福祉協議会

　☎０２９－８８５－００３８

『美浦村ふるさと大使』に女優の棚橋幸代さん任命！『美浦村ふるさと大使』に女優の棚橋幸代さん任命！
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